
プレスリリース 2022年12⽉27⽇
株式会社京都春秋

京都でも有数の規模を誇る禅宗寺院⼤徳寺の塔頭寺院
⻩梅院・興臨院・総⾒院の2023年春季特別公開内容が決定！

「京都の伝統⽂化と世界を繋げる」を企業理念に、⾮公開寺院の特別公開やワンランク上の
京都の⽂化体験を企画・運営する株式会社京都春秋（本社:京都市中京区、代表取締役:市川豊）
は、京都でも有数の規模を誇る禅宗寺院「⼤徳寺」内にある塔頭寺院「⻩梅院」、「興臨院」、
「総⾒院」の春季特別公開を2023年3⽉より順次開催いたします。

⼤徳寺は織⽥信⻑や豊⾂秀吉など戦国⼤名ゆかりの地で、その戦国武将に仕えた茶聖千利休
や⽇本美術史上の重要⼈物の⼀⼈、狩野永徳を代表とする狩野派などが活躍した当時の⽂化の
最先端であり、後世の⽇本⽂化に多⼤な影響を与えた場所です。毎年春と秋のみ特別公開する
⻩梅院、興臨院、総⾒院では、その季節ならではの⾵景の移り変わりとともに、通常⾮公開で
ある建造物や重要⽂化財を拝観できるため、観光シーズンには全国から多くの拝観者が集まり
賑わいを⾒せます。

2023年の春季特別公開では、⻩梅院にある現存最古の禅宗寺院の台所「庫裡（くり）」や興
臨院の重要⽂化財の本堂、総⾒院の重要⽂化財「⽊造織⽥信⻑公坐像」など、貴重な歴史的建
造物を公開いたします。⼼地良い春の季節、⽇常の喧騒を忘れ、新緑を愛でながら贅沢な拝観
の時間をお過ごしください。

PR担当： 株式会社京都春秋 広報 ⼋⽥ （ハッタ）
Email： y-hatta@kyotoshunju.co.jp Mobile： 080 - 7633 - 8259

【報道関係者様のお問い合わせ先】

【PR素材】
ご使⽤際は必ず上記PR担当者に⼀報の上、こちらよりダウンロードしお使いください。

⼤徳寺 ⻩梅院 ⽅丈庭園

株式会社 京都春秋
TEL：075-231-7015 FAX：075-231-6420

Email：info@kyotoshunju.com HP：https://kyotoshunju.com

【⼤徳寺⻩梅院、総⾒院、興臨院 春季特別公開 運営に関するお問い合わせ】

⼤徳寺 興臨院 唐⾨

【⻩梅院公開⽇程】2023年3⽉25⽇（⼟）〜5⽉14⽇（⽇）
【興臨院公開⽇程】2023年3⽉11⽇（⼟）〜6⽉18⽇（⽇）
【総⾒院公開⽇程】2023年4⽉1⽇（⼟）〜5⽉7⽇（⽇）⼟⽇祝⽇のみ

mailto:y-hatta@kyotoshunju.co.jp
https://www.dropbox.com/sh/b03g3fs3aeo583f/AABvQMEtTIH4oxojoQ5EzMONa?dl=0
mailto:info@kyotoshunju.com


春季特別公開 寺院紹介

織⽥信⻑が創建し、のちに豊⾂秀吉が増築するなど
戦国⼤名ゆかりの寺院。千利休が66歳の頃作庭した
と⾔われる「直中庭」があることでも有名です。苔
とモミジが美しく新緑の季節の観光スポットとして
も名⾼い寺院です。

⼤徳寺⻩梅院

【重要⽂化財】⽇本最古の庫裡（くり）

【特別公開の⾒どころ】

【重要⽂化財】
雲⾕等顔筆本堂障壁画（複製）

寺院の台所で僧侶の居住空間だった場所。
⽇本に現存する禅宗寺院の庫裡としては最古
のものです。

桃⼭四⼤巨匠の⼀⼈で、⽑利家の御⽤絵師と
して雲⾕派を築いた雲⾕等顔による障壁画。
桃⼭時代を代表する画僧 雪⾈の⽔墨画を⼿
本とし、⼤胆な構図の⽔墨画を多く残しまし
た。（現在は複製）

公開期間

休⽌⽇

拝観時間

拝観料

：2023年3⽉25⽇（⼟）〜2023年5⽉14⽇（⽇）

：未定

：10：00〜16：00（受付終了）

：⼤⼈800円

：千利休作庭「直中庭」
武野紹鷗好み茶室「昨夢軒」
⽅丈庭園「破頭庭」
【重⽂】雲⾕等顔筆 本堂障壁画（複製）
【重⽂】庫裡

特別公開

千利休66歳の時に作庭されたと伝わる直中庭。
秀吉公の希望により軍旗の瓢箪を象った空池
を⼿前にし、加藤清正公伝承の朝鮮灯籠など
を配した苔⼀⾯の枯⼭⽔庭園です。千利休が
茶の世界だけでなく、マルチクリエイターと
しての様々な才能と素質が垣間⾒れる庭の⼀
つです。

千利休作庭と伝わる「直中庭」

前庭



春季特別公開 寺院紹介

室町期の建築様式の特徴を⾒せる本堂（重要⽂化財）や唐⾨を持
つ⼤徳寺興臨院。桃⼭期には豊⾂政権の五⼤⽼を務めた前⽥利家
が本堂屋根を修復、また菩提寺とするなど前⽥家とも⾮常に縁の
深い寺院です。優美で安定感のある姿が静寂と落ち着きを感じさ
せる本堂や、「昭和の⼩堀遠州」とも⾔われた作庭家、中根⾦作
が復元した⽅丈庭園を持ちます。

⼤徳寺 興臨院

公開期間

休⽌⽇

拝観時間

拝観料

：2023年3⽉11⽇（⼟）〜2023年6⽉18⽇（⽇）

：3⽉21⽇（⽕・祝）

：10：00〜16：30（受付終了）

※5⽉28⽇（⽇）は13:30〜公開

：⼤⼈600円・中⾼⽣400円・⼩学⽣300円（保護者同伴）

： 【重⽂】表⾨
【重⽂】本堂
⽅丈庭園
茶室「涵虚亭」（かんきょてい）

特別公開

⽅丈庭園

⽩砂に⽯組みを配して理
想の蓬莱世界を表します。
本堂の解体修理時に、資
料をもとに⾜⽴美術館の
作庭者でもある中根⾦作
⽒が復元しました。

唐破⾵、檜⽪葺で、室
町時代の建築の特徴を
表します。波型の連⼦
窓、客待の花頭窓など
は禅宗の建築様式のひ
とつです。

【重要⽂化財】本堂

⽻柴（後の豊⾂）秀吉が、本能寺の変に倒れた織⽥信⻑の追善
菩提のために建⽴した⼤徳寺総⾒院。⽊造織⽥信⻑公坐像（重
要⽂化財）はその葬儀に際して造られました。信⻑亡き後の政
権争いの中、秀吉がその主導権を握るため建⽴した歴史的背景
のある寺院です。

⼤徳寺 総⾒院

公開期間 ：2023年4⽉1⽇（⼟）〜2023年5⽉7⽇（⽇）の⼟⽇祝⽇のみ

※4⽉29⽇（⼟）〜5⽉7⽇（⽇）は毎⽇公開

：未定

：10：00〜16：00（受付終了）

※4⽉2⽇（⽇）、5⽉7⽇（⽇）は11:30〜公開

：⼤⼈600円

： 本堂
【重⽂】⽊造織⽥信⻑公坐像
信⻑公⼀族の墓碑
お茶室

特別公開

【重要⽂化財】⽊造織⽥信⻑公坐像
その⼤きさは信⻑公の等⾝⼤。らんらんと輝く
その眼光は信⻑の⾯影が良く伝わります。

休⽌⽇

拝観時間

拝観料

信⻑公⼀族の墓碑 茶室

信⻑公をはじめ、
徳姫（信⻑の息
⼥）、濃姫（正
室）、おなべの⽅
（側室）など、⼀
族7基の五輪⽯や
墓碑が並びます。

【重要⽂化財】唐⾨

総⾒院と茶の湯は関わ
りが深く、当時の総⾒
院⽅丈において、“秀吉
が⼤徳寺⼤茶会では茶
席を設けた”と記録が残
ります。


